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南洋仮想空間の 文学考
一 日本人の 南洋文学 ･ 南洋体験批判批判と展望試論 -

荒 井 茂 夫

要旨 : 南洋文学 と い う用語の 概念 は漠然 と し て い るが ､ 東南 ア ジア の 歴史的政治空間 と して の

性質 と摺 り 合わ せ た 新 た な概念 の もと に ､ 過去の 植民地文学や現代の 南洋を舞台と した 文学を加

え た南洋文学 と い う 研究分野 を構想す る｡ それ によ っ て 日 本の 近代や 戦後 ば か りか､ 東ア ジア の

将来を展望す る視点を思想す る試 み で あ る｡

はじめに

東南ア ジ ア を歴史的文化空間と して見ると､ 土着民族文化の 土台の 上 に ヒ ン ズ
ー

教､ 仏教､

イ ス ラ ム教
､
そ して キリ ス ト教が時代を追 っ て 流入し､ 交差し つ つ現代に至 っ て い ると い う東

南ア ジ ア諸国民族文化の多様性を眺望す る ことが出来るが､ こ れ を文学的空間として 見なおす

とどの 様 に見え る で あろうか｡ 海洋部と大陸部の十の 独立 国に は そ れ ぞれ の 文学が あり ､ 全体

を文学空間とし て とらえようとする の は
一

見無謀に見えるが､ こ れ ら の 国が独立する以前の 帝

国主義植民地支配の近代とい う､ 独立民族国家として の 国境が未だ定まらな い時代の状況を含

めて 見なおせ ば､ 帝国主義の版図の上に多様な民族文化を載積す る多様な民族言語に よる文学

が営まれ ､ そ の 中に は当然支配者の言語も含め ､ よそ者 の言語に よる文学も含まれ て い た こ と

が分かる ｡

周知の よう に ジ ョ
ー ジ ･ オ ー ウ ェ ル は植民地警察官とし て ､ サ マ セ ッ ト ･ モ ー ム は諜報員と

して ､ ジ ョ ゼ フ ･ コ ン ラ ッ ドは船員として ､ そ れ ぞれ植民地生活の体験を通して ､ 熱帯の 風景

や原住民族の 生活､ ま た支配者で ある白人との 関わりな ど帝国主義植民地 に生きる支配者と被

支配者の さま ざまな生き様を措い て ､ 英文学史に名を残した｡ コ ン ラ ッ ドの 作品などが多く映

画化され て い る の は
一

般的に認知され て い るそ の反植民地主義的意識の 反映という よりも､ エ

キ ゾチ ッ ク な熱帯的魅惑の 中に ドラ マ が繰り広げられ ると い う異境性が人 々 を引き つ けた典型

だと言えよう ｡ も っ ともよ そ者 の言語に よる南洋を舞台とす る文学 にと っ て は､ 魅惑的異境性

こ そが こ の 文学空間の 本質的な意味なのだが｡

ま た そ ればかりで はなくこ の空間に は､ 原住民族か らすれ ば白人の 支配者で はな いが明らか

に よ そ 者 で ､ 支配者白人の 買弁的役割を果た し､ 原住民族よりも優位な地位を占めた中国人

(華僑) に よる 中国語の 文学が ､
一

九世紀後半から行われる よう に な っ た ｡ そ し て今日 で は､

総称 して東南ア ジア 華文文学､ 個別 に は国名を冠した華文文学とな っ て 独自の 文学世界を形成

す る に至 っ て い る｡ 日本の 近代文学の
一

部も こ の世界に足を踏み入れ ､ 太平洋戦争 (大東亜戦

争) の時代に は､ シ ン ガ ポ ー ル に お ける郁達夫と井伏鱒二等の 日本人作家との すれ違い に象徴

され るよう に ､ 筆僑 の 中国語文学と パ ラ レ ル に行き違 っ た こ ともある｡

即 ち国民国家と して の 国境が確定される以前の東南ア ジ ア は､ さ ま ざまな言語の自由な文学

空間で あ っ た と言える の だが ､ 戦後東南ア ジア諸国が独立 した後は､ 各国の 主要民族言語文学
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に よ っ て こ の 空間は分割される こと になり､ か つ て 他者が支配した自由な文学空間として の南

洋の 文学とは別の もの とし て 出発した の で ある｡ と は言え ､ 他者が こ の 地理的文学空間を舞台

に取り入れ た文学は絶える ことなく継承され､ か つ て 帝国主義植民地支配の もと に広が っ て い

た国家的境界の な い 自由な文学空間として の意味が消滅する こ とばなか っ た｡ こ れ が今日的な

南洋文学の世界で あ っ て ､ そ れ は地理的南洋土着の文学､ 即 ち原住民族の文学とは別に ､ 本来

他者の文学的営為に委ねられた世界なの で あ っ た｡ 従 っ て 既述 の英文学作家の作品も､ 或 い は

南洋を主題に作品を書い た近代日本文学の 作家ばかりか現代の流行作家の作品 (例えば馳星周

など) ま で も含む ことが出来る ､
い わ ば仮想空間的相貌をもつ もの な の で ある｡

一

方東南 ア ジ ア諸国の 文学とは､ 大戦後独立 し､ こ れ ま で 五十数年 ほ どの 間 に成長して きた

地理 的南洋土着の 民族言語文学として ､ 政治的実体空間に立脚 した文学なの で ある｡ しか しそ

こ に は地理 的意味を超えた
"

東南ア ジ ア文学
p

と称す べ き統合的概念はな い ｡ 言 い換え ると､

南洋土着の諸民族に は
` `

南洋文学
"

の よう な統合的意識はなく ､ 南洋土着の 文学とは本来原住

民族の文学世界で あ っ て ､
そ の 上 に欧米植民地支配者の南洋文学､ 中国人 (華僑

･

華人) の南

洋文学､ 日本人の 南洋文学な どが重層的に展開され て きた の で ある ｡ こ れ らは本来みな土着的

南洋の実体に と っ て は他者で あ っ た｡ 他者自体の 民族言語が異なる よう に南洋に対す る他者そ

れぞれ の 意識も異な るもの で あ っ た｡ そ れ はま た こ の 南洋と い う文化 ･ 文学的空間が同時に政

治的経済的空間で あ っ て ､ 当然文学そ の ものを切り離して論 じる こ とは出来ない と い う ことな

の で ある ｡

ま ず こ の よう に所謂
` `

南洋文学
''

の 概念を明らか に した上 で ､ こ の文学的仮想空間がも っ て

い る歴史的仮想政治空間として の側面に つ い て ､ 中華的文化現象を軸とし て描き出し､ や はり

他者で ある日本人が こ の空間に残した足跡に対す る批判を再検討し､ 日本と中国､ 両者の 関係

にお い て 文学空間或い は政治空間として の南洋を将来的な文脈で展望する｡

1
. 仮想政治空間として の南洋とその 視点

南洋とは海洋部東南ア ジ ア地域を指す い ささか漠然とした用語で ある｡ 古来南海と称され ､

南 シ ナ海 に広が る南方諸国或い は南方僻遠の地を漠然と指す用語で あ っ た ｡ こ こ で イ メ
ー ジす

る南洋は ､ 島喚部東南ア ジ ア に属し､ マ レ
ー

半島､ ス マ ト ラ ､ ジ ャ ワ ､ ボ ルネオ ､
フ ィ リ ピ ン

諸島に囲まれ る南シ ナ海を中心とす る､ い わ ゆる外南洋に相当する空間で あ る｡ 他者 で ある南

洋文学や華文文学を理解す る前提として ､ ま ず こ の空間に対する視点を整理す る必要が ある｡

多様な民族と文化が共存する こ の広大で 自由な南洋海域は､ 白石隆氏が好著 ｢海 の帝国｣ で

オリ バ ー
･ ウ オ ル タ ー

ス の ｢ 海 の マ ン ダ ラ｣ を引用して 措い て い る よう に ､
1 9 世紀半ば頃ま で ､

見渡す限り水と森の広がる人口稀少地域で あ っ た ｡ 海上河川交通の 要衝に港市土侯国が幾 つ も

成立 し､ ま た豊か な土地に人口 の集住が始まり､ そ う した ｢ 港市｣ や ｢ 人口 の集住地｣ に力を

持 つ 王が現れて 国を建て ､ そ れ らが中心 となる ｢ マ ン ダ ラ構造｣ の ような ｢多中心｣ の地域で

あ っ た ｡
` 1 ) そ の 上 に 中華帝国的権威に形式的に服従する朝貢貿易的支配関係が緩やか に覆 い被

さり､ さ ら に大航海時代を経て ヨ
ー

ロ ッ パ 帝国主義が侵入して きたが ､ 彼 らは明らか に土着の

｢港市｣ や土侯国に と っ て は他者で あ っ た ｡ ｢ 多中心｣ とい う点 で はオラ ンダやイギリ ス の 東イ

ン ド会社も､ い わ ばそう した 中心 の
一

つ で あ っ た と考え て よ い だろう｡

前近代の南洋は個人も国家も南洋原住民族世界の マ ン ダ ラ的構造空間を無制限に利益の 場と
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して 使う こ とが で きた の で ある｡ 朝貢貿易を前提とした暖味な政治原理 に よる中華的権威支配

と称す べ き世界は､ 清末ま で に は実質的に 欧米帝国主義経済の覇権支配 シ ス テ ム に変貌したが ､

こ れも1 94 1 年 日本帝国が太平洋戦争を発動した こ とに よ っ て終鳶した ｡ 日本は 3 年 8 ヶ月 の 間､

欧米帝国主義を駆逐し､ い と も危う い大東亜共栄圏という政治
･

経済的覇権を打ち立 て ようと

した の で ある｡ 大東亜共栄圏の理念として の意味は､ 初 めて 南洋に共存共栄を理念とした政治

経済的共同体の 構想を照射 して ､ 多中心世界を
一 つ の 共同体的概念で把握しようとした こ とだ

と いえ よう ｡ つ まり､ こ れ を南洋の政治文化と して みるならば､ 朝貢貿易的酸味な前近代的観

念で はなく ､ 何 らか の政治的理念によ っ て 南洋を覆うと い う､ 他者が南洋原住民族社会の上 に ､

統合を構想で きる仮想空間と して の南洋を投影したも の と い える の で ある｡ 他者 の政治理念に

よる統合や支配の構想は､ よそ者 の南洋文学の 成立を予測させるもの で あ っ た｡

戦後 アメ リカが南洋に構築した新し い秩序も､ 安全保障と経済発展の 実利を纏わせ ､
南洋の

実体空間を占め る A S E A N 諸国の 上空に拡散す る､ か つ て 大東亜共栄圏の構想で 覆わ れた歴

史的仮想政治空間をア メ リカ の政策意志で覆 っ て い る の で ある｡ ア メ リカ の 開発戦略とは植民

地主義に代わる支配の イデオ ロ ギ ー に 属す る性質を含蓄 して い たと い え よう ｡ だ か ら こ そ開発

戦略の もと で成長 した土着の 南洋､ 即 ち原住民族国家の リ
ー ダ ー が 地域主義的統合をめ ざし て

19 9 0 年 に E A E G (｢ 東 ア ジア経済グ ル
ー プ｣ ､ 9 1 年に は E A E C ｢ 東 ア ジ ア経済協議体｣ に 改称)

を構想した際に ､
ア メ リ カは排他的地域経済機構と見な して 強く反対した の で ある｡ ア メ リ カ

の 開発戦略の 代行者で あ る日本は ､ 当然そ の意を受けて こ れ に 賛同 しなか っ た｡ E A E C の 構

想をリ ー ド した マ - テ ィ ー ル 前 マ レ ー シ ア首相の ア ジア 主義的意識は日本に強い期待を持 っ た

が
､ 失望 に終わ っ た｡ し か し中国の積極的な支持がそれを補填した｡ 中国は 90 年 1 2 月 に マ レ

ー

シ ア を訪問した李鵬が E A E G 構想 に真 っ 先 に賛同を表明し､ E A E C に た めら い なく加入 を表

明した の で ある｡ 2 0 0 5 年 1 2 月東ア ジ ア首脳会議の期間に ､ マ - テ ィ
ー

ル は胡錦涛と会談 し､

メ デ ィ ア に 対して 小泉首相の靖国参拝反対を表明したが ､
そ れ は親日派 マ ハ テ ィ

ー

ル の 日本 に

対する痛烈な皮肉で あ っ た｡

中国は市場経済の 導入に よ っ て驚異的に発展し､ 東 ア ジ ア の経済的求心 力と して復活したば

かりか､ 政治大国とし て の新たな中華主義を南洋に投射し始めて い る の が今日 の状況な の で あ

る｡ ア メ リ カ的支配構造に組み込まれず ､
自ら の原則を押し通す 中国は､ む し ろ自らを対抗軸

に して東 ア ジ ア に覇をとなえる こともできる し､ ま た そ の潜在的文化力が歴史的中華帝国の 遺

産と して残され て い る の で ある｡

こ の よう に見て くると 2 00 5 年 12 月 の ｢ 東 ア ジア首脳会議｣ は､ 現代中国が歴史的中華帝国

の 変相と して ､
しか しか つ て の よう に形式的な宗主 国の 自大的権威や暖味な政治原理 に よる関

係な どで はなく ､ 明 らか に東 ア ジ ア の ヘ ゲ モ ニ
ー を構築 しようとする挑戦者として ､ 歴史的南

洋の 仮想政治空間に復活 した ことを表象する と言えよう｡ 実体的南洋世界の上空に拡散す る こ

の 空間に ､ 他者 で ある アメ リカ の政策意志が覆い被さり､ そ こ に中国の 政策意志が新たな挑戦

者と して 放射され て い る の で ある｡

2
. 中華的歴史遺産と して の南洋仮想空間

南洋の 他者とし て最大の 人口規模を誇り､ 南洋全体 に広が り､ か つ て は華僑 ( 中国籍で 外国

に居住する もの) と呼ばれ ､ 今日 で は華人 (外国籍で 外国に居住す るもの) と呼ばれる人 々 が
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形成した社会は､ 中国に と っ て ､ 中華帝国の歴史が残した ある種の社会資本と見なす ことが可

能だろう｡ ま た彼らが育ん で きた中筆意識こ そ現実の中国に と っ て は潜在的文化力となる の で

ある｡

1 9 世紀清朝は､ 華僑を
``

天 朝棄民
"

と して 国民的保護の 外に お い たが ､ そ の 末期に は葦僑

の 家族送金に注目し､ 帰国投資を誘致するため に華僑の 栄達志向に訴え､ 売官､ 売爵を手段と

した｡
(

1
2)

一

朝 に して 華僑は ｢ 天朝棄民｣ か ら買官に よ っ て夢想の 栄達を実現し､ 官服衣帯を纏

い ､ 家耐 の 神牌や墓碑に も官 ･ 爵位を刻み､ ま さ に郷里 の地方劇で 演じられる ｢ 衣錦還郷｣

｢ 栄宗躍祖｣ の物語の 主人公となる こ とが出来るよう に な っ た｡ 閉塞的な華僑社会の 支持を確

保するた め に領事館は啓蒙活動を行な っ た｡
(3) た とえ ば

､

- 八 九 一

年に 総領事とし て派遣され

た黄遵憲が詩文を教授す る ｢文会｣ を通 して改良派の 思想を啓蒙し､ マ ラ ヤ に逃避した康有為

が孔学会､ 学校､ 商会の 設立 を呼びかけ､ 華僑社会の 団結を訴え ､ 改良派の支持者を獲得 しよ

う とした の もや はり華僑の 財力に注目したから で あ っ た ｡

1 9 世紀末す で に南洋各地の主要な都市に拡大 した華僑社会は ､ 天朝棄民の世界か ら
一

躍中

華の 政策目的が波及する領域に書き替えられた の で ある｡ 清末の 中国か ら の ア プ ロ
ー チ は､ 南

洋華僑世界と中国との 関係の 基本構造を作り上 げた ｡ 即 ち南洋仮想空間に実体化した筆僑社会

は中国に と っ て は政治的経済的後背地と位置付けられるもの で ､ 投資資金源となり､ 中国政治

の 後背地とな っ た の で ある ｡ そ して教育 (啓蒙) ･ 情報 ･ 宣伝は こ の仮想政策領域を作動させ ､

拡散する仕掛けで あ っ た ｡ 葦僑 ･ 華人が中国人として 共有する言語や中華的文化価値に う っ た

えかけ､ 中華的権威に よ っ て 顕彰し､ 栄誉を与える ことが ､ 華僑 ･ 華人 の動力となる｡ そ の よ

う に 中華的仮想空間の オ ペ レ
ー

シ ョ ン
･ シ ス テ ム の 枠組みを描くこ とが で きる の で ある｡ 華語

に よる メ デ ィ ア の 発達は こ こ に始まり､ 爾後今日ま で ､ 南洋華僑 ･ 華人社会の情報空間を形成

し
､ 中国発信の情報を中葦圏世界に伝達拡散する重要な回路として 役割を果たし て い る｡ そ し

て ､ こ の仕掛けは同時に革命派も改良派も使い ､ そ の 後国民党も使い ､ 共産党も使 っ た｡ 今 日

ま た､ 復活した歴史的中華帝国の変相として の 中国に と っ て も同様の 遺産なの で ある｡

3 . 南洋仮想政治空間に お ける中華圏の 今日的相貌

今日
` `

華文文学
"

と呼ばれる華僑
･

華人の 文学は､ 南洋 の 中華的仮想空間に おける中国独自

の 啓蒙宣伝活動の 中から誕生 し､ 既述の ような他者の文学と して ､
か つ て 時代状況に

一

定 の役

割を果た した｡ 言 い換えれば現在の葦文文学も中華圏的世界の 中に位置づ けられ､
一

定 の役割

を果た して い る こ と に なるが
､
そ の中華圏世界は今日 どの よう に 構想され るだろうか ｡

1 9 9 0 年代 に､ 台頭す る中国の 経済的存在の増大を受けて ､ ｢ 中筆経済圏｣ と い う用語が ジ ャ ー

ナ リ ズ ム で 使用され るよう に な っ た｡ ア ジア の 華人社会を軸と した経済統合の枠組み を構想す

るもの だが ､ 何か合意され た シ ス テ ム が で きたわけ で はな い ｡ 中国は実利をとるため に ､ 華人

投資家の 不信を払拭したり､ 代表団を南洋華人社会に派遣 して ､ 華僑 ･ 華人投資の優遇や国際

慣例 に照らして 生産 ･ 経営 の 自主権を保障する ことを説い て 回 っ た ｡ ま た 中国共産党が没収し

た胡文虎 (2 0 世紀前半 ､ 漢方薬で 成功した シ ン ガポ ー ル の 財閥) の 財産を ､
こ の年全て 長女

の胡仙 (香港星島日報社主) に返す こ とが大きく報道されたが ､ 筆人財閥の 中国国内に おける

財産が保障された こ とは､ 華人投資家の 信頼回復に大きな効果をあげた の で ある｡

振り返 っ て清朝末期を見ると､ やはり同じよう に帰国華僑の投資誘致に ともな い貴官汚吏の賄
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路要求や不良民に よる剥奪を防ぐ法律を作 っ た り､ 再三 に渡り安全を保障し､ 保護を表明した

りして い る ｡
( 4)
当時も今日も葦人は エ ス ニ ッ ク な共感を基づ いた投資協力を行 っ て きた｡ 即 ち､

中華的仮想空間のオ ペ レ ー シ ョ ン
･ シ ス テ ム が､ 時を経て 今日機能を復活して いる の で ある ｡ 或

い はむしろ日本占領時代から8 0 年代まで の間機能を停止して い たと言う べ きかも知れな い ｡

こ の 中華経済圏的構想の 理論的背景に は､ ワ ン ･ ガ ン ウ ( 王摩武教授､ 現東 ア ジ ア研究所所

長､ シ ン ガポ
ー ル) が 19 8 4 年 に提起した ｢ エ ク ス タ

ー

ナ ル
･ チ ャ イ ナ｣ ( 中国語で は ｢海外中

華｣ ｢ 外中華｣ ｢ 外華政策｣ な どと訳される) の概念が ある｡
(5)
こ れ は中国の政策的意図が波及

す る新たな政策領域に つ い て 論じたもの だ｡ 具体的に は香港､ マ カ オ ､ 台湾同胞､ 帰国華僑 ･

華人 に よ っ て形成され て い る ｢ 経済､ 政治 の循環領域｣ で あり､ 地 理的 には中国南岸部お よび

華僑
･

華人を通 して ヨ
ー ロ ッ パ ､ ア メ リ カ､ 日本､ 東南 ア ジ ア諸国にま で及 ぶ 広がりを持 つ ｡

しか も内政外交が交錯する定義しがた い複雑な政策領域で あるとする｡ そ して 中国はそ こ に大

きな発展の契機を見だ して おり､ こ れを構成する単位は各 々 そ の ため に役割を担 っ て い る ､ と

い う もの だ｡ 例 えば南洋華人は ､ 故郷として 強 い結び つ きを持 つ広東､ 福建 に対する投資に利

益を求める こ とが で きる し､ 中国もそれを期待して い る｡ 帰国華僑 ･ 華人やそ の 親戚も海外と

の 関係を動員して地方の発展に結び つ ける ことが出来ると考える の だが ､ す で に現実にそ の よ

う にな っ て い る｡ 文革時代は外国の ス パ イ ､
ブル ジ ョ ワ と見なされ て 迫害された帰国華僑は､

8 0 年代 に入 ると復権し､ ｢ エ ク ス タ
ー

ナ ル ･ チ ャ イ ナ｣ の概念或い は中華経済圏的構想の 中で

華人とともに重要な役割を付与されるよう にな っ た の だが､ 正 に か つ て 清朝の ｢天朝棄民｣ が

一

躍財政立 て 直し の寵児とな っ た時代劇の再演とい えよう｡

中華経済圏的構想が成立す る の は､ 華人財閥の投資活動に 対する期待が大きいか らで あるが ､

個 々 の 投資家の 活動を圏とい う大き い概念で 捉える こ とば出来ない ｡ そ れ は 二 千万人を越える

南洋華人社会の 人口的背景と､ そ こ に共通する民族言語文化に基づ い た意識的共感世界が ある

か ら こ そ
､ 可能な の で あ る｡ 正 に潜在的文化力で あ ろう｡ ｢ エ ク ス タ ー ナ ル ･ チ ャ イ ナ｣ が

｢ 経済 ･ 政治 の循環領域｣ だと い う の は華人社会の連係の 背景に貫流する意識的共感世界が あ

る ことが前提で ､ そ の 中を､ 何 らか の政策的意図が流れ伝わ っ て い く ことが出来る ､
そ の よう

な動力と場を言うの で ある｡ 言 わば国境を越えた エ ス ニ ッ ク な連帯の ネ ッ ト ワ ー ク ､ 或 い は そ

う した幻想を共有す る共感世界の広がり､ と い う こ と で ある｡

今 日華人の ア イデ ン テ ィ テ ィ
ー は各 々 居住国の 国民意識 へ と変容して い るが ､ 葦僑 ･ 華人 の

歴史を通 して最も変化が少なか っ た の は中華文化に対す る自負或い は共感意識で あ っ た ｡ そ れ

が求心力となり､ さ ら に 同じ言語を共有する こと に よ っ て ､ 南洋各地の 華人社会の 間に は雲の

よう に国境を越えた
一

つ の 国民的世界が成り立 て い る の で ある｡ こ の よう に構想す るの が ､
C ･

P ･ フ ィ ツ ツ ジ ェ ラ ル ドの ｢ 第三中国｣ (
``

T h e T h i r r d C h i n a
"

一

九六五年) だ が､ ｢ エ ク ス タ
ー

ナ ル ･ チ ャ イ ナ｣ の 概念も そ れを前提とした構想なの で ある｡
〔6)

華文文学の南洋に お ける歴史的蓄積と広がりは､ こ う した エ ス ニ ッ ク な共感の 連鎖を支えて

い る歴史的文化現象として 見直される の で ある｡

今 日政治大国と して の 中国は､ ア メ リ カ的支配構造に組み込まれず､ - ン テ ィ ン ト ンが指摘

す るよう に ､ 東 ア ジ ア の ヘ ゲ モ ニ ー を構築しようとす る挑戦者とし て復活した の で ある｡
(7)
変

相中葦帝国とも名付ける こ とが で きよう｡ 中国はもともと歴史的南洋の仮想政治空間に独自の

活動領域を歴史遺産 として 保有して い た の で ある｡ こ の 領域は ア メ リカも日本も､ 或 い はまた

南洋土着民族も進入で きな い世界なの で ある｡ 東南 ア ジ ア の華文文学はそう した文脈の 中で捉
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え な ければならな い . 即 ち本来は原住民族の 文学で はなく､ 南洋の よそ 者の 文学で あ っ た華文

文学は ､ 今日華人が居住国国民として どんな に主張して も原住民族文学とはなり得ない現状か

らすれば ､ や は り新しい 南洋文学の 中に位置付ける べ き で あろう ｡ 中国 にお ける海外華文文学

研究の 隆盛は ､ そ れ が歴史的な中華文化の共感世界の 象徴で あり､ 歴史的文化現象とい う文脈

で見る べ きもの な の で あ る｡

4 . 日本人の 南洋体験と南洋文学批判批判

中国人 (華僑 ･ 華人) の南洋との 関わりは歴史的に深く､ 厚く､ 歴史的後背地或い は政策領

域として の 華人社会の 力を エ ス ニ ッ ク な言語文化の 共感とい うオ ペ レ
ー シ ョ ン シ ス テ ム に よ っ

て 動員して きたが ､
そ の 中から生まれた華文文学という南洋の 他者の文学は､ 今 日 で は中国に

と っ て 新たな ア プ ロ
ー チ の 回路の

一 つ に な っ て い るの で ある ｡

一

方 2 0 世紀前半から特に濃厚に南洋と関わ っ た 日本人に は､ 歴史的に長く継続した深い 経

験はな い ｡

日本人と南洋世界の関わりは､ 藤 田豊八 の研究に よれ ば､ ポ ル トガ ル人が1 50 9 年 に マ ラ ッ カ

に初め て 現れた とき にす で に 日本人が通商して い たと い うか ら､ 古くは そ こ ま で 遡る こ とばで

き るが ､

`8)

歴史文化現象として 登場する の は御朱印船時代をはさんだ
- 六世紀中頃から

- 七世

紀中頃まで の 時期で ある｡ 即 ち南洋に日本町が形成され ､
そ の 後 1 63 5 年以降

一 連 の鎖国令が

出され ､ 徐 々 に消滅し て いく時代で ある ｡

岩生成
-

(｢ 南洋日本町の 研究｣ ( 南亜細亜文化研究所､ 昭和 15 年､) の 統計 に よる と､ 1 6 0 3

年か ら 1 63 5 年 ま で の 南洋渡航船の数は 331 隻 とな り､
一

隻当たりの平均乗員数は 204 .
4 人 な

の で ､ こ の 間6 76 8 9 .
5 人 が江戸時代初期鎖国まで御朱印船に よ っ て南洋に渡航 した こ と になる ｡

そ の他外国船に よる渡航者を拾えば こ の 頃海外に出た日本人同胞は延 べ 10 万人以上 に上り､

その 内
-

割が南洋に留ま っ た とすれば
一

万人 になる｡ さ ら に 同時代以前の渡航者､ キ リ シ タ ン

信徒や そ の他 の渡航者を加えれば当時南洋移住者は七千人から
一 万人あ っ た と推計し て も過大

で はな い と して い る ｡
(9)
こ の 時代 の ホイ ア ン ､ ア ユ タ ヤ ､

プ ノ ン ペ ン
､
ル ソ ン など南洋に おけ

る 日本人の活動は､ 誰もが ｢ マ ン ダ ラ構造｣ の 中心 になる可能性が ある時代の ヨ
ー ロ ッ パ 人勢

力や華僑と同じく､ 南洋 に お ける他者として の 冒険的活動で あ っ た と言えよう｡ 岩生 は ｢遅羅

国風土軍記｣ や ｢ 遥羅国山田氏興亡記｣ などを引用 し､ 関 ヶ 原の 戦 い及び大阪落城の 後､ 諸国

に溢れ た過剰浪人が遥羅に 渡 っ た よう に伝えて い る ｡ も ちろん ､
シ ャ ム に 日本人町がで きた の

は古くか ら獣皮や鮫皮の 交易を行い ､ シ ャ ム が豊か で 食料が豊富なため に移住する者が多か っ

た こ とや ､ ま た京都の 角倉､ 茶屋､ 筑前 の伊藤､ 長崎の 末次な どの 商人が シ ャ ム ､ カ ン ボ ジ ア ､

ト ン キ ン､ コ
ー チ な どで 貿易を行い ､ そ の地 に留まる者が妻子をもつ よう に な っ た こ とな どを

日本人町形成の真相 として い る｡ 国王 の禁衛隊に属する日本人 3 00 人 ほ どが ､
恩顧を蒙る上司

の処刑に憤慨 して王 宮に侵入し､ 新王 に強請して 日本人に好意的で な い 高官を虐殺し､ ア ユ タ

ヤ の 町を封鎖 し､ ペ チ ャ ブ リ に引き上げ て 自立を図ろうと した事件 (16 1 0 年) に見られる よ

うな戦闘集団が､ 徐 々 に形成された日本人町から突然出現す るとは考えがた い ｡
(10 )

や は り､ 日

本町は主 に先駆的交易者､ 御朱印船貿易従事者､ キ リ シ タ ン信徒等で 構成され ､
過剰浪人はそ

の 中に 含まれ て い た とす べ き で ある｡ 岩 生 の 推計に よれ ば最盛期 (16 2 5 年頃) で ル ソ ン 日本

町 3 00 0 人 ､ シ ャ ム 日本町 15 0 0 千五百人､ カ ン ボジ ア 日本町 35 0 人 ､
コ ー チ ( ホイ ア ン) 日本
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町三百人となるが､ そ の 中で 流浪武士が武を売り物に したと考える べ き で あろう｡ こ う した戦

闘集団の活躍はア ユ タ ヤばかりで なくル ソ ン ( 高山右近の残党) やホイ ア ン の 日本町で もあ っ

た が
､ 彼 らは同時に交易活動も行 っ て い たの で ある｡

小倉貞夫氏は (｢ 朱印船時代の 日本人｣ 中公新書) ､ 東南 ア ジア に進出した日本人は武力に よ

る威圧を頼んだため に滅亡し､ 逆に 中国人は迫害に対して武力で応えるの で はなくい つ も耐え､

ト ラ ブ ル メ ー カ ー

に な る こ とば希で あ っ た故 に定着す る ことが で きた､ と結論するが い ささか

短絡的で ある｡ 戦前す で に 藤田豊八 が当時の 日本人が駆逐された原因を ｢ 勇敢に して こ とを好

み
､ 他人を して そ の恐る べ き を思わしめし こと ｡｣ と い う戦闘者 (武士) 的特性に よる こ とを

指摘して い るが ､ 僅 か 50 年 ほ どの 間で ､ しか も平和的な御朱印船貿易も行わ れながら後続の

歴史がな い 日本人の 南洋進出に 対する批判的評価と して は不足で ある｡ さ ら に こ れを日本人の

海外進出の パ タ
ー

ン と見な して 民族性を尚武とま で評価す るとすれば牽強で あろう ｡ 視線を移

せ ば武力の行使は ｢ マ ン ダ ラ構造｣ の世界で は普通の こと で あ っ た こ とが分か る｡

イ ギ リ ス人ジ ェ
ー

ム ズ ･ ブル ッ ク (1 8 0 3 - 1 8 6 8) は1 8 4 1 年 に ､ 確定した領土 をもつ サ ラ ワ ク

王 国を築き初代 ラ ジ ャ ( 王) と な っ た｡ 1 9 4 5 年日本帝国に駆逐され るま で ､
三代 に 渡 っ て 栄

華を誇 っ た ｡ ｢ マ ン ダ ラ構造｣ の 中心 の
一 つ で あ っ た と い え よう｡ ま た マ ラ ッ カ海峡の 要衝ペ

ナ ン を自由貿易港と して 発展させた フ ラ ン シ ス ･ ラ イ ト (1 7 4 0 - 1 7 9 4) も､ ラ ジ ャ と は称さな

か っ た が ､ 1 7 8 6 年 ､ 対岸の ケダ
ー

の ス ル タ ン と戦い ､ 脅 し て 島を買い取り支配 した点で は王

国に 匹敵す る権力の 中心 で あ っ た ｡ 後に サ ラ ワ ク王国はイギリ ス の 保護国となり､ ペ ナ ン は直

轄植民地とな っ て ､ 大英帝国の 大版図に組み込まれた｡ 彼 らはみ な武力を使 っ た の で ある｡

華僑 の進出は時間の 幅､ 人の 量､ 経験 の蓄積が圧倒的に勝 っ て い るし､ む し ろ規模の大き い

暴力装置をも っ て い た の は中国人で あ っ た｡ い わ ゆる亦盗亦商という言葉があるよう に ､ 海商

は当然武装して い た｡ 1 5 7 4 年 に は海賊リ マ ホ ン が 62 隻 の 艦隊と兵 2 00 0 を 率 い て マ ニ ラ に侵

入 した｡ 中国の海賊は シ ャ ム ､ ベ タ ニ ､ マ ラ ッ カ の間を往来し奪掠と通商を兼ね行 っ て い た の

で ある｡
(l l )

こ の 海域に お ける中国人の 活動は ヨ
ー

ロ ッ パ 人を凌ぐほど で あ っ た｡ 台湾の オ ラ ン

ダ人を駆逐 した鄭成功の 海洋王国は南洋に交易綱を拡張し, 軍団を送 っ て カ ン ボ ジア の オ ラ ン

ダ商館を焼き討 ちし て オ ラ ン ダ人を皆殺 しに した こと もあ っ た ｡
`12 )

1 7 7 0 年 に は客家の 冒険商

人､ 会党 の長羅芳伯 ( ? - 1 7 9 5) は ､
カ リ マ ン タ ンの サ ン バ ス で ､

一

帯 に客住する中国人を結

集し､
"

蘭芳大公司
"

を作り､ ス ル タ ン から金の 採掘権を奪い ､
` `

大唐客長
''

と称し て御璽ま

で作り､ 黄色地の 三角形の 布に赤い 文字で
``

蘭芳大統制
"

と書 い て 国旗と した の で ある｡ 国王

とは称さなか っ た が ､ 武力を備え ､ 金の採掘ばかりか ､ 農業商業も行われ､ 主 に 広東嘉応州か

ら人力を供給 し､ 独立 国の 様相を呈 し､ 1 8 8 4 年オ ラ ン ダ に 滅 ぼ されるま で続 い た の で ある ｡

1 8 3 0 年 に は､
` `

蘭芳大統制
"

か ら分派した劉善邦が サ ラ ワ ク の バ ウ に
"

十三 条公司
''

を 作り

金の採掘を中心 に ､ や は り
一

大勢力とな っ た｡ 劉善邦は ジ ェ
ー

ム ス ･ ブ ル ッ ク と対立 し､ 1 8 5

年 2 月 から 4 月ま で 戦い ､

一

時 はサ ラ ワ ク王 国の首都ク チ ンを落と した｡ 襲撃か ら逃れ て 生き

延びたブ ル ッ ク は反撃に転じ､ ダ ヤク人や マ レ ー 人 など の 中国人対する憎悪を利用して 兵力を

増強して勝利 した の で あ る｡
(13 )

日 本の 山田長政は ､
1 7 世紀初頭 シ ャ ム の宮廷政治に 日本人軍団を統率して 深く関わり､ リ

ゴ ー ル 太守 に任ぜ られ､ 地方権力とな っ た故 に 中央の脅威となり､ 毒殺される に至 っ た が ､
王

国的な権力の 中心 に 匹敵す るもの と言えよう｡ た だ､ 日本人 の初期の 南洋に お ける活動は､ 幕

府 に もとより帝国主義的思想などなか っ た故 に ､ 長政ばかりか角屋 ､ 茶屋､ 納屋な どの 南洋に
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雄飛した国民の 商業活動を国家的に利用す る こ となど思い も よらなか っ た｡

ブ ル ッ ク ､ 長政､ 羅芳伯､ 劉善邦達に共通して いる の は､ み な国家権力的背景を持たな い よ

そ者 の 冒険者で あり､ 武力 に頼 っ て い た こ と で ある ｡ 山 田長政の 戦闘集団もこ うした南洋の 自

由な空間にお い て ､
マ ン ダ ラ構造的多中心 の

一

つ の 動力とな っ て い たと理解す べ き こ とな の で

ある｡ 長政はブ ル ッ ク ､ 羅芳伯､ 劉善邦達と同様に南洋の 歴史的冒険空間を象徴す る人物なの

で ある｡

昭和 6 2 年､ 日 ･ タ イ修好百年記念事業と して 日本の 無償援助で ア ユ タヤ の 日本町跡に ｢ ア

ユ タ ヤ歴史記念館｣ を作る こ と にな っ た｡ 民間か らの こ の 運動も長政を日 ･ タイ 関係の シ ン ボ

ル に取り上 げたため に ､ タイ で知識人の 聞から山田長政記念館に なる の で はな い かと批判が出

された｡ 日本で も戦前英雄視され学校教材に登場し南方進出の 宣伝材料の
一 つ に な っ た故 に ､

矢野暢氏が長政は国策的に作られた人物で あると い っ て ､ 日 ･ タ イ関係の シ ン ボ ル に なる こと

に警鐘を鳴ら し､ 長政の 実在を否定 しようとした｡ 満州事変以降日本の南進政策が山田長政

を英雄 に仕立 て上 げ ､ 昭和 1 5 年 に は ｢ 南進の 先覚者｣ とし て扱われ ､ 国策映画も作られ､ 平

田篤胤の ｢ 気吹○ (風辺 に夫)｣ (1 8 1 3 年) をもと に修身の教科書に も登場した｡ 圧胤 の ｢ 従

わ ぬ 国を長政が討ち平らげ
-

実 に御国の武勇を天竺中に輝か し つ けた で ござる｡ 大 日本魂の人

の外国に渡りたる時の 手本ともす べ き こ と｣ な どと いう日本の 南洋武力進出を美化するような

長政礼賛な どは許容され る べ くもなく､ 矢野氏は ｢ 日本人の 頑の 中に ある長政は実在 しな い｣

と主張 した｡ 実在の 否定は できなくとも英雄に仕立 て 上げられた長政の歪曲の歴史は放置でき

な い と批判 した の で あ る｡
一

見､ 戦後の 日本の知的風土か らは､ ごく自然な､ 民間経済人の素

朴な日夕イ修好記念意識に対す るジ ャ ー ナ リ ス チ ッ ク な批判と言えるが､ 実 は出口 の 見出せな

い戦後知性の退廃を表象して い るの で ある｡

矢野氏は膨大な資料を駆使し､ 撤密 で優れた近代に おける日本の南洋との 関わりに 関する研

究を ｢『南進』 の 系譜｣ ( 中公新書､ 昭和 50 年) と ｢ 日本 の南洋史観｣ ( 同､ 昭和 54 年) と い

う 二冊 の啓蒙書と して 上梓して い る｡ 後学は そ の研究内容に つ い て は鑑と し､ さ ら なる発展の

基礎とする と こ ろ で ある ｡ た だ､ そ れ ら の序 の 中で ､ 研究 の 動機､ 目的 に つ い て ､ ｢ き ら びや

か で尊大な近代日本､ つ まり今日ま で脱亜入欧を続けて きた近代日本の 『業』 を暴き ､
且 つ 裁

こ うとする｣ の が ｢ 私の か っ こ い い意図｣ で あると い い ､ ｢ 時に はぐら つ い て だ め に なりそう

な こ ともあ っ た｣ が ､
と に かく で きたと い う こ とで ある｡ こ の 目的の ため に ｢ い わ ゆる 『南進』

とい う い まわ しい現象｣ を､ 即 ち南洋の他者とし て の 日本人の悪 ｢業｣ を詳細に ｢ 暴く｣ とい

う評価方法で 日本の 南進論の 膨大な蓄積を丹念に検証した の で ある｡ そ して ､ 南進論の 蓄積の

過程は､ 明らか に 日本人の 『南洋』 観の堕落の プ ロ セ ス で あ っ た､ と裁く｡ さ ら に ｢ 百年あま

りの南方関与の あと で ､ 私た ちは､ い ま また､ ま っ たく､ 新 し い 出発点に 立たされ て い るわ け

で ある｡ 考 え て みればた い へ ん むだな百年で あ っ た よう で ある｡ ｣ と言 っ て 論を締めくくるの

で ある｡ 初読以来今日見直して も払拭で きな い虚無感は
､
つ ま ると ころ優れた研究で ありなが

ら戦後の購罪の知的風土の 矛盾か らよ っ て釆たるもの で あろう ｡ ｢ 暴 き｣ に徹底す れば､ ｢ 歴史

悪｣ の業を背負 っ た 日本人は いずれ自己否定から革命の方向に 向かうか ､ 或い は社会主義に向

かわ なければならな い ｡ そ こ に こ そ戦後から70 年代ま で の左翼的発想の 展望が開けて いた の で

あ っ た ｡ しか し東ア ジア政治空間における ア メ リカ支配の発展戦略構造に組み込まれた日本は､

そん な感傷とは別に 急速な経済発展を遂げ､ 腰罪 の知的風土 から の発想で は対応で きな い時代

を経過して きた ｡ 結局矢野氏は暴くだ けが目的で ､ ｢ む だ な百年｣ の 上 に ｢ 新たな出発点に立 っ
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荒井茂夫 南洋仮想空間の 文学考 - 日本人の 南洋文学 ･ 南洋体験批判批判 と展望試論-

た｣ もの の ､ 連想させる の は負の重みだ けで ､ 何 の展望も出せな い の で ある｡ 長政論に 固執 し

た矢野氏の 心性は そ うした文脈で理解で きる の で ある ｡

矢野氏は ｢『南進』 の 系譜｣ (1 9 8 頁) で ､ ｢ 歴史の 教訓に照ら して 言えば､ 中国と の関係を

決して 不安定化させ て は い けな い ｡ 日本が中国との関係で 過誤を犯せばすぐさま東南ア ジ ア で

の不自由な事態に つ なが っ て いく｡ 日中関係の安定は東南ア ジア で の 日本人の 自由な活動の基

本条件で ある｡ 日本人は､ 南洋華僑が ､ い ざ とな っ た ら中国本土の ナ シ ョ ナ リ ズ ム の反射板と

して機能す ると言う こ とを軽く考えて いた ｡ ｣ こ れ が日本人の 悪 ｢業｣ の 果て の ｢ 教訓｣ だ と

い う の で あるが､ 言 い換えれば ､
日本人の活動は歴史的に 中国の利害に規制されるよう に な っ

た と い う こ と で あ ろう ｡ つ ま り過去に そ う で あ っ た よう に ､ 今 日 で も中国は中葦圏の結合原理

で ある中華的共感意識とい う政策受容回路に情報を伝え ､ ｢ 反射板｣ を機能させ る こ とが で き

ると い う ことな の で ある｡ 大国と の 関係を不安定化させ な い とか､ 過誤を犯さな い とか い う こ

とば､ し か し､ 屈従を意味するもの で はな いだろうか ｡ 今 日 の文脈で見るならば､ 日本は ア メ

リカ支配の傘が外れるような動揺が生 じた場合､ 自立 で きな い ならば､ 明らか に東 ア ジ ア の ヘ

ゲ モ ニ ー を構築 しようとする挑戦者として ､ 歴史的南洋の仮想政治空間に復活した中華帝国の

変相として の 中国支配の秩序に入らなければならな い の で ある｡

矢野氏が挙げた日本の ｢ 業｣ の
一 つ に ｢ 拠点｣ 思想と ｢ 圏｣ 思想､ と い う考え方がある ｡

｢ 日本 の 南洋史観｣ の 中で ､ 日本は台湾を南洋進出の 政策情報拠点 に し､ 面 の 支配を求め る

｢ 圏｣ の 思想が ｢ 満州国｣ で あり ｢大東亜共栄圏｣ で あ っ た と い う の で ある｡ も ちろん悪業と

して 行 っ て い るの で あるが｡ だ が､ こ れ を中国的な ｢拠点｣ 思想と ｢圏｣ 思想に読み替え るな

らば
､ 実 に中国は夙に南洋各地に歴史遺産と して形成された華僑社会を ｢拠点｣ とし､ 清末以

降､ 雲 の よう に国境を越え て広がる第三中国的な ｢圏｣ を後背地とし､ さ ら に今日 で は エ ク ス

タ ー

ナ ル ･ チ ャ イ ナ の ような中国の 政策領域とし て の ｢ 圏｣ を東 ア ジ ア の 政治空間に綱をか け

るよう に形成し て い る の で ある ｡ こ う した今日東ア ジ ア の ダイ ナ ミ ズ ム を見れ ば
､
矢野氏が

｢暴き｣ の 作業か ら得た ｢教訓｣ に発展的示唆を読み取るこ とは難 し い と言えよう｡ ま た ､ 購

罪的戦後知性の 梗桔を処理 でき なければ､ 将来を託す べ き展望を示す こ とは困難で はな いだ ろ

うか

･

南洋文学批判批判

近代日本の ｢ 業｣ を暴くことがで きたという矢野氏は､ 戦後の購罪の知的風土の 矛盾に よると

ころの 出 口 の 見出せな い知的状況に没入して いたといえる のだが
､
こ れ は日本の 戦後民主主義的

知性の 宿命的道程であ っ た の かも知れない ｡ 文学評論に おい て も同様に見出せる現象である｡

戦後す ぐに刊行され た ｢文学時標｣ (19 4 6 年) は､ 文学の 戦争責任者を追求するため に ｢ 文

学検察欄｣ を設け高村光太郎や火野葦平など多くの作家､ 評論家､ 学者を告発した の で ある ｡

発刊者の 小田切秀夫や荒正人は告発の基準を細分し､ ｢ 文学の 冒涜者たる戦争責任者｣ を追求､

弾劾す る こ とが ｢文学領域に お い て民主主義を確立す るため の 第
一

歩 で ある｣ と した ｡ 木村
-

信氏は ｢文学の戦争責任50 年｣ ( ｢ 昭和作家の南洋行｣ 世界思想社､ 20 0 4 年) と い う文 で ､
こ

う した告発にかか わらず ､ 文学的生命を失 っ た者もなく､ か え っ て戦後も活躍した文学者が多

か っ た こ とか ら､ ほ と ん ど不毛とい っ て も よい ような結果 しかもたらさなか っ た ようだと指摘

して い る｡ そ の 後文学者の戦争責任追及は
､
5 0 年代中頃に吉本隆明な どが ｢ 文学者の戦争責

任｣ で もう
-

度 とりあげ､ さ ら に空自が あ っ て 90 年代初め の 桜本富雄氏に 跳ぶ と い う｡ 桜本

氏の ｢ 戦争責任と戟後責任｣ ( ｢ 月刊 As a h iJ 1 9 9 2 年) と い う文か ら見て とれ る の は､ 告発 と
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い う か
､
｢ 暴 き立 て る と い う姿勢｣ で あると､ 木村氏は指摘して い る ｡ た と えば

一

般的 に反戦

詩人と して評価され て い る金子光晴の 戦時中の詩に は､ 全集 に は収められ て い な い戦争肯定､

大東亜共栄圏賛美の詩があり､ そ れ らを暴き出す形で紹介して い ると い う の だが､ そ れ が告発

で ある の は
､ 学業をさ ば り､ 放蕩三昧､ 上級学校も次 々 と中退す るような者が､ ｢ 少年倶楽部｣

別冊付録 (｢ 僕等 の愛国賓典 ･ 実用もの しりダイ ヤ集｣) で ､ 少国民に 向か っ て 心身を鍛え､ 銃

後の つ とめを尽くそう ､
な ど と説教する こ とは無恥も甚だ し い こ と に な るか らだ｡ ( 前 田均 ､

｢ 全集未収録 ･ 『反戦詩人』 金子光晴の戦争翼賛｣ ､ 天理大学報､ 1 9 9 7 年)) ｢ 君 が代は姿勢を正

して 聞きま し ょ う｣ ｢ 愛国切手で空 へ 飛びま し ょ う｣ ､ 支那事変の英霊の 乗 っ た列車に は標識が

貼り付けて あるから ｢戦没者の英霊に遇 っ た時 に は､ 必ず黙祷を行い まし ょ う｣ ､ な ど と書き

連ね られ て い れば ､
い っ た い金子の 詩 ｢鮫｣ が反戦反植民地主義的意義で評価され る こ とと撞

着す るわ け で ､ ｢ 文学時標｣ 的暴き の標的となる の も当然なの かも知れな い ｡ 前田均氏の論も ､

や はり金子の反戦か ら の変節を モ チ
ー

フ と し て い る ｡

桜本氏はさ ら に 90 才 に な ろうとする魚井すゑ に対して も同じような作業を し､ か つ て戦争

翼賛的文章を書いた ｢責任を どうとりますか｣ ､ と い う姿勢で イ ン タ ビ ュ
ー

を 行 い ､ そ の結果

を ｢魚井す ゑ に みる 『反戦』 の虚構｣ として まとめたと いう ｡ 木村氏は こう した告発
･ 糾弾す

る姿勢に対し て ､ 桜本氏が自身は愛国少年と して愛国作文を書い た ことを告白した ことを免罪

符とし､ そ れ に よ っ て魚井す ゑを糾弾するやり方は卑怯で ある､ と い う高橋隆治氏の 反論を紹

介し､ 戦争協力の度合い の強弱で文学者を捉える の は ｢ い つ ま で も問題解決に な らな い｣ と述

べ て い る｡ 告発する者は常に正義に安住で きる ことを確認して糾弾を行うもの だが ､ 結局それ

が目的ならば ､ 問題さえ腰臆と して ､ 解決の あ り得な い 問題の 中に 知性を消耗す る こ と になる

の で はな い だろうか｡ 高橋氏が ､ 作家が戦争体験を戦後どの よう に 受け継ぎ､ 持続し､ 自分の

文学的営為に 係わらせたかと い う視点で みる必要があると い い ､ 木村氏が作家が
一 旦書 いた こ

とは十字架と して 背負 っ て い る故に ､ そ れ に対して どう対応し続けたか最後まで みる べ きだ と

指摘する の は ､
正 しくそ の 通りで あろう｡

た と えば転向とい う事実もまた文学者の真実で あ っ た こ とをみ るな らば､ 文学者の許容す べ

から ざる側面を告発追求する と いう感得の仕方で は､ 解決の な い追求の循環に 陥 っ た転向文学

評者の戸惑い が見えるだ けで ､ 文学的示唆を読み取る ことば で きな い ｡ 転向文学が事実ならば､

放持とデ カダ ン ス の 金子の南洋文学も事実なの で ある ｡ 金子の 南洋体験は中国人 (華僑) と の

接触が大半で ある ｡ 殖民地支配下の民族の惨めさ に 同情 し､ 日本人の行状 を冷視 しなが ら､

｢ 二 つ の 民族の和解の き っ か けが つ か めるの で はな いか と い う､ 大 そ れた考え｣ をもち つ つ ､

寝て い る讃嬢の腹部か ら手を回し入れ虻門ら しきもの を探り当て ､ 指を鼻 にか ざして 日本人と

少しも変わら ぬ ｢ 同糞同臭｣ で ある (｢ ね むれ 巴里｣) な どと夢想 し､ 噴く こ とが できる多面相

的詩人なの で ある｡ こ れ が金子の特徴なの で あ っ て ､ 反戦詩人の レ ッ テ ル に よ っ て見るま で も

な い の で ある｡

文学者の戦争責任とい う課題は当然植民地支配とい う問題とも関わり､ 引 い て は矢野氏的な

日本の近代の歩みとも係わ っ て 来る の だが ､ そ う した視点から文学者の ｢植民地責任｣ を論じ

て い る の が川村湊氏で ある｡ (｢ 南洋 ･ 樺太 の文学｣ ､ 筑摩書房､ 19 9 4 年) 川村氏は､ 戦争や過

去の異民族に対する差別や蔑視を繰り返さな い ため に ｢ 植民地責任や戦争責任｣ を読み続け､

そ して植民地文学や軍国主義文学を ｢過去の反省の 上 に把握｣ す る こ と に よ っ て 日本の近代文

学の本当の姿や ｢ 本質的な問題｣ を解 こうとす る｡
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荒井茂夫 南洋仮想空間の 文学考 一日本人の 南洋文学 ･ 南洋体験批判批判 と展望試論一

川村氏は日本近代史 ･ 近代文学の 中で ､ 植民地支配の 事実はなか っ た も同然とな っ て 隠蔽さ

れ て きた が､ ｢ 文学者の 戦争責任｣ が論議されるよう に ､ 文学者に も ｢植民地責任｣ があ っ た

と い っ て
､ 日本 の悪 ｢ 業｣ へ の 新たな切り口を提示して い る｡ しか し こ れは ｢文学者の戦争責

任｣ 追求の角度を変えた増幅であ っ て ､ 境界を付ける ことは 二重 の鞭を加える試みと言え よう､

だ か ら こ そ
､
日本 の ｢ 植民地責任や戦争責任｣ を ｢事実とし て あ っ た の だと い う ことをず っ と

突き つ け て い かな けれ ばな らな い ｡｣ そ し て ､ 植民地に おける日本人の 文学を ｢ 読み続け､ 研

究する こ と に よ っ て｣ ､ ｢ な か っ た こ と に しようと いう考え に対し て ､ 常 に ア ン チ テ
ー ゼ を突き

つ けて い か なければならな い｣ と い う告発の 継続が目的で ある ことを理解させる の で ある｡

大東亜文学者会議 (19 4 2 年) で 台湾の 西川満が日本語を知るこ と に よ っ て 八紘
一

宇 の精神

に ふれ る ことが で きるな どと いう の は､ ｢ 言語 ナ シ ョ ナ リ ズ ム で あり､ 異民族の 文学者たち に

対す る 『日本語』 の強制に ほかならな い ｡｣ と告発し､ ｢ 植民地に居住して い た日本人文学者は

『日本語』 侵略の先兵とし て ､
-

現地 の 母語抹殺 ､ 抑圧 の 動き に手を貸 した｣ と告発し､ さ ら

に近代日本が歩ん で きた ｢脱亜入欧｣ の文明化は ､ 同時に ｢ ア ジア ･ 太平洋民族や国家｣ を相

対的に未開視し､ 野蛮民族 ､ 野蛮国とし て見る こと の よ っ て 成り立 っ た と
､
日本の 近代を告発

す る｡ そ うしたさま ざまなか つ て の 時代的知性や近代史の告発を､ 国民 に ｢ ず っ と突き つ け｣

続けて ､ 何 を求めようと して い る の か､ 或 い は こ れから の 時代を どの よう に展望しようと い う

のか
､ 全く論じられる こともなく､ た だ ただ悪業の 奈落に 落とされた日本が見え るだ けな の で

ある｡

過去 の異民族に対する蔑視や差別､ 悪逆な日本人の 国家的所業を突き つ け ｢ 再びそ の ような

こ とを繰り返さな い ため に｣ 謂う所 ｢反省｣ を ｢突き つ ける｣ と い うだ けな らば､ 矢野氏の 発

見した ｢ む だな百年｣ の 後の ｢ 新たな出発点｣ が展望の な い 感慨で あ るの と同じよう に ､ 負の

重み を これ で もかと い う ほ ど科しながら､ 救済の 展望は連想しよう もな い ｡ もはや 日本もア ジ

ア も革命に救済の連想を求める時代で はな い の で ある ｡ わ ず か に安易な平和主義的指向性や特

定の党派に連想の糸を結ぶ の で は､ 東ア ジ ア の ナ シ ョ ナ ル な ダイ ナ ミ ズ ム に応ず る こ とば で き

ま い ｡ 矢野氏と の違 い は､ 川村氏は告発者独特の普遍的正義感に安住して国民国家の将来的展

望が で きな い と い う点で あ ろう ｡

植民地文学や軍国主義的文学を､ ｢ 過去の 反省の 上 に把握｣ しな けれ ば ｢ 日本の 近代文学の

本当の 姿｣ や ｢ 本質的な問題が解けな い の で はな いか｣ と い う自問に対す る回答が､ こ の力作

の意味だと言えようが ､ 結局､ 残忍無惨な軍国主義 ･ 日本帝国主義の本当の姿はさま ざまな分

野で暴かれ て きた こと で あり､ ｢ 植民地責任｣ と い う新たな告発の 鞭を ｢文学者の 戦争責任｣

の 上 に加えな おし､ 暴 きな おし て も､ ｢ 本質的な問題｣ と い う の は､ 実 は､ で は それ で どうす

る の か､ と い う展望で ある べ き で あ っ て ､ ｢ 解 けな い｣ 解けるな どと い う知的遊戯こ そ､ 出 口

の見出せ な い購罪的知性の 退廃で はな い だろうか｡ そ れ が国民国家の将来的展望がで きな い 原

因で あり､ 矢野氏がか ろう じて 出した ｢教訓｣ に類す る示唆さえ 出せ な い原因で あろう｡

全体とし て見れば評論の 筆致は深く､ 優れた作業なの だが ､
こ の ｢ 本質的問題｣ が見え て こ

な い の で ある ｡ 視野の 狭さ と偏りは､ 例えば高見順に加えた鞭の あとを見れ ば歴然と して い る｡

川村氏は､ 高見が バ リ旅行で ｢植民地人｣ に示した同情や共感は､ 植民地宗主国オ ラ ンダと対

等な強国日本の観光客に過ぎな い遊客の 幻想で ある｡ だか ら バ ス の 中の無礼な現地人に ｢ 土人

の癖し て偉 そ う に｣ と ､ 心 の中で 罵る の は､ 根深 い民族的差別や偏見に 支配され て い る こ とを

証明す るもの だ､ と言 い ､ 南洋と関わ り深い文学者とし て活躍しなが ら､ 敗戦後の 日本で は殖
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民地問題や南洋に対す る関心 も責任も放棄する道を歩んだ ､
と告発す る｡ 高見は確か に ｢ 太平

洋戦争が植民地解放の き っ か け に なると信じられ､ 戦争の も っ て い る そ うした面に協力した い

とおも っ た｣ の で あるから文学戦犯と して告発される作家に値す る の だろうが､ し か し果たし

て ､ 高見が バ リ旅行で ｢植民地人｣ に示した同情や共感は､ 氏 の指摘す るよう に植民地宗主国

オ ラ ンダと対等な強国日本の観光客に過ぎな い遊客の 幻想で あ っ て ､ 高見が バ ス の 中の無礼な

現地人に ｢ 土人 のくせ して 偉 そ う に｣ と心 の 中で罵る の は､ 根深 い民族的差別や偏見に支配さ

れ て い る こ とを証明す るもの な の で あろうか｡ ｢ 植民地人｣ へ の 同情や共感は ､ 転向者高見が

失 っ た階級連帯の 代替をそ こ に見たと い う点からは幻想だ と い う こ ともで きよう｡ し か し､ 後

者の 視線は､ 高見が終戦の 年の秋､ 殺人的な混雑の横須賀線の 車内で ､ 栄養失調で骸骨の よう

にな っ た復員兵の 姿と､ ガ ラ ガ ラ の 進駐軍専用車内で 痴態の 限りを つ くし て い る米兵と日本娘

の 姿を対比して み た視線と､ 実 は同じな の で はな いだ ろうか ｡ こ の 光景か ら高見が自尊心 に つ

い て 考え ､ ｢ 国民が国民の正 しい 自尊心を失 っ た ら
, 国は滅びる｣ と断じた心性は ｢ 植民地人｣

に共感し同情しなが ら ｢ 土人の くせ して｣ と心 の中で 罵 っ た の と同じ琴線上 に共鳴して い る の

で あ る｡ 米兵と日本娘の痴態は ､
バ ス の 中で偉 そ う に し て い る現地人と同質で あ っ て ､ ｢ 植民

地人｣ に示した同情や共感と ｢国は滅びる｣ と観じた自尊心 も表裏は異なるが実は等質なの で

ある ｡ た とえば こ の よう に読み解くこと に よ っ て 示唆や展望が開けよう｡ い っ た い高見が見た

日本人の 自尊心の 喪失の 問題こ そ
､
実 は ｢ 本質的問題｣ で あ っ て ､ 南洋 の被植民地民族が求め

て い たもの もそ れ で あ っ た の で ある｡ 解決 の な い追及と断罪の 循環か ら脱しなければ､ 展望は

な い こ とを ､ 読み取る こ とが出来るの で ある｡

高見が徴用時代の ビ ル マ で の 体験を書い た ｢ ノ
ー カ ナ の こ と｣ や ｢ ウ ･ サ ン ･ モ ン の こ と｣

は
､
彼 の南洋体験の 代表作だが､ そ こ に措かれ て い る の は､ 木村

-

信氏 (｢ 昭和作家の 南洋行｣ ､

世界思想社､ 20 0 4 年) が い うよう に ､ 戦争と い う非日常の 中で ､ 人間と し て の 対等の つ なが

りを希求する姿で あろう｡ だか ら日本軍の印度侵攻が始ま っ た ら連れ て行 っ て くれ ､ と い う り ･

サ ン ･ モ ン の純粋さ に 胸を熱くし､ 信頼を裏切 っ た ノ ー カ ナ の 悲哀の 表情に ｢ イ ン ド人 に絶望

したくな い｣ ｢ 人を信じた い｣ と い う の で ある｡

木村氏はまた ｢ 高見順は ､
ビ ル マ の文化を西洋との 比較にお い て 高 い とか低い ､ ま た､ 進 ん

で い るとか遅れ て い ると い っ た観点からは捉えなか っ た｣ と指摘して い るが､ そ れ はジ ョ
ー ジ ･

オ ー

ウ ェ ル の ｢ ビ ル マ の 日 々｣ と対比すれ ば明らか で あ ろう ｡ 社会主義に傾倒 した後年の オ
ー

ウ ェ ル な ら､ こ の よ う に は書かなか っ た だろう と評されるが ､ と に かくオ
ー

ウ ェ ル は大英帝国

警察官とし て ､ 第
一

次大戦後民族運動が盛ん な時期に ビル マ に赴任し､ 帝国の残忍な ｢抑圧の

動き に 手を貸した｣ の で あり､ ｢ 黄色の 法衣をま と っ た仏教僧は最悪で ､ どて っ 腹 に風穴をあ

け て やりた いくら い｣ に憎悪し､ 蔑視したと いう ｢植民地責任｣ はあきらかな の で ある｡ そ こ

に書かれ て い る の は支配者の 人種的偏見と侮蔑で あり､ エ ロ ス以外に は､ 高見が措くような ビ

ル マ 人と の人間的接触は描かれ て い な い ｡

イ デ オ ロ ギ ー

の 時代を脱 し急速に グ ロ
ー バ ル 化が進む今日 ､

こ う した課題は欧米の植民地文

学との比較の上 で研究を進めな ければ､ 戦後日本の 知的状況の 中に循環す るばかりで ｢解決｣

の方向を見出せ な い の で はな い だろうか｡ 先 に提示した南洋文学の新し い概念は ､ そ うした意

味で の フ ィ - ル ドな の で あ る｡ こ の南洋文学の フ ィ ー ル ドは時代とともに前進して い る｡ ｢ 文

学時標｣ の時代以来の 視点の 継承から脱し､ 欧米植民地文学及び戦後の作品を含めた ｢南洋文

学研究｣ の分野を確立 する こと によ っ て ､ 新 たな展望が開かれ よう｡
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荒井茂夫 南洋仮想空間の 文学考 一目本人の 南洋文学 ･ 南洋体験批判批判 と展望試論-

た とえば川村氏は､ 三 島由紀夫の ｢ 痛王 の テ ラ ス｣ や ｢ 暁の 寺｣ を エ キ ゾ テ ィ ッ ク で エ ロ ス

的な ｢南｣ を描 い て い るが
､
｢ 戦前的な南洋 エ キゾチ シ ズ ム ヘ の退行で ある｣ と い う否定的価

値付けを行 っ て い る｡ 氏の 発想か らは当然の読み方で あろうが ､ 新 しい 時代の 南洋文学フ ィ
ー

ル ドに位置する作品に対す る こう した偏りの ある評論は､ 南洋文学を戦後日本の 知的状況の 出

口 の な い循環に 陥れるだ け で ､ 文学の可能性を踏み つ ける こと に なる｡

療王 の寵愛を受けた蛇神ナ
- ギ の愛憎､ 第

一

夫人が妬心 から蛇神の 住む塔に上がり､ 儀式を

犯した故に蛇神自身に な っ て しまうお どろしさ､ 心優し い第 二王妃の献身､ 療王 の 肉体の 滅び

と寺院の建立 の対比と い う永遠性の象徴､ カ ン ボ ジ ア の ジ ャ ヤ パ ル マ ンセ世の伝説に題材をと っ

た こ の戯曲や
､
三 島が転生の 中の滅びと永遠に自己を仮託しようと した四部作 ｢豊鏡の 海｣ ､

ジ ン ジ ャ ン ( 月光姫) の脇腹 にあるはず の ほくろに転生の証を見ようとする ､ 年老い た本多繁

邦が ､ そ の ため に わ ざわ ざ建て た別荘の カ ラクリ穴か らの ぞ き見をする ｡ ｢ わ ず か 二 三 間先

に見え るジ ンジ ャ ン は
､ 美 しい

一

類 の オ レ ン ジの よう に ､ - みず みず しく湛えて 揺れ て い た｡ ｣

肉体の 消滅､ 寺院建立 に仮託される永遠性､ 転生の証明の ため の ア ジ ア ( 南洋) 的設定､ こ れ

らが エ ロ ス的な ｢南｣ で あ るだけ で ､ 単 に ｢ 退行で ある｣ とす るならば､ い か なる南洋文学も

書かれなくなる の で はな いだ ろうか｡ 馳星周の ｢ マ ン ゴ ー レ イ ン｣ は ､ 不良日本人が拳銃を持 っ

て ア ジア の 都市を我が物顔に横行す る､ 戦争の話など知らん ､ と う そ ぶくような登場人物なの

で ある ｡ こ う い う見方も で きる の で あるが ､ こ れも ｢退行｣ だとされる の で あろうか｡ もはや

｢文学時標｣ の 時代以来の視点を寄せ つ けな い大衆南洋文学の世界がある の で ある｡

こ う したズ レばか りか ､ 読 み違 い も指摘で きよう｡ 井伏鱒二 の ｢ 花 の 町｣ は井伏の ユ
ー モ ア

と い う特徴が醸し出され て い る作品で ､ 特に小説の舞台が シ ンガポ ー ル
､
す な わち日本支配下

の ｢ 昭南市｣ で な ければな らな い必然性はうす い ､ と言う の だが
､
こ れ は シ ン ガポ ー ル で な け

れ ばならな い ｡ な ぜ な らば ､ 氏の 告発の ひ そ み で い うならば
､ 権力 に頼り安心 を得た い故 に 日

本軍人に好意を抱く寡婦ア チ ャ ン とそ の男性的な軍曹が結ばれれ ば
､ 戦後ジ ュ ロ ン の帰還待機

キ ャ ン プ で繰り広げ られた引き裂かれるような別離の と い う無惨な ｢業｣ に つ な がり､ こ の作

品が そ の前段階の 展開で ある こ と に川村氏は気づかな ければな らなか っ た はず で ある｡

おわ りに

南洋の 自由な現実の 活動空間おい て最大の他者と して定着 した の は華僑で あ っ た｡ 撃僑社会

は歴史的に 中国の政治経済的後背地とし て役割を果たしたが､ 今 日また姿を変えて復活し､ -

ン テ ィ ン ト ン の指摘に従えば中国の存在の増大に呼応す る役割が予期され る こ と に なる｡ 南洋

各国に 実体化した華人社会はそれぞれ民族的環境､ 政治社会的環境も異な るが言語文化の共有

とい う共感世界が あ っ て ､ そ れ を何らか の政策的意図が循環する こ とが で きる場として 考える

の が中華 ｢ 圏｣ 的構想で あ っ た｡ そ れ はま た時代によ っ て変化する仮想領域なの だが､ 南洋 の

北京語文学即ち華文文学は出発の 当初か ら中国的紐帯の プ ロ パ ガ ン ダ として の役割を果たし て

きた｡ しか し戦後南洋諸国の独立 に従 っ て 土着化の方向を歩んで きたもの の ､ 民族言語の壁に

隔て られ､ 南洋本人の文学とし て はま だ公認され て は い な い ｡
一

方 ま た華文文学は本来具有 し

て い る中華的文化共感の 故に今日ま た復活した中華の伝統的ア プ ロ
ー チ を受容す る回路とな っ

て注目されるよう にな っ た｡

華人世界は東ア ジ ア の 支配シ ス テ ム の 中で 中国に と っ て は政治経済的な歴史的遺産だ と言え
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るの で ある｡ 特 に 日本と の 関係で見るならば こ の中華 ｢ 圏｣ が ､ 選択を要す る状況下で 日本を

支持す る こ とは通常の状態で は想定で きま い ｡ それ は矢野氏の教訓を待 つ ま で もな い こ と で あ

る｡ 今 日中国の影響力を受け入れるか どうか､ 南洋諸国が 日本と の 関係に お い て何らか の 選択

に直面すれ ば､ 歴史的中華帝国の権威的支配に なびくの が南洋の政治風土 で あ っ た こ とを想起

なけれ ばならな い ｡ た だ､ 中国の存在の 増大とナ シ ョ ナ リズ ム の放射は､ 中華 ｢ 圏｣ 的世界で

は共感を持 っ て歓迎され て も隣国日本や南洋の 非華人に と っ て は ある種の 圧力で あ ろう ｡ 日本

は南洋の非華人や葦人を含めた協調と発展の 戦略を確定 しなければならな い こ とば確かだが ､

求められる の は制度的な国家戦略な どで はなく､ 文明史的戦略を思想する こ とが で きる知的風

土 の創出で あろう｡ そ う した意味から､ 本稿で 提起した南洋文学の 概念を照射し直して ､ 他者

の南洋文学を同じ枠組みの 中で検討し直さなければならな い ｡ そ れ に よ っ て 戦後の 購罪的知性

に よる出口 の 見出せな い 議論の循環から跳躍し､ 創造的な南洋文学の 知的風土 を作り出す こ と

に よ っ て ､ 逆 に 日本の 文学知性状況に働きかける ことが で き よう ｡ ま た さら に求められる の は

南洋本来の 原住民族文学との関わりを検討す る こ とで ある ｡ そ れ に よ っ て 多言語多文化多民族

の 東ア ジア 文学の 景観を措くこ とが で きるし､ 多様性の 発見は共存の あり方を示唆す る こと に

なる｡
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